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1は じめに

鈴木幹子

1960年 代 、英国のバー ミンガム現代文化研

究セ ンターを拠点 に して始 まったカルチュラ

ル ・ス タデ イーズは、その後 アメリカを中心

にグローバル化 し、今や国際 的ブームを迎 え

ている。日本 においても、1996年 に入って 「思

想」及び 「現代 思想」で カルチュラル ・ス タ

デ イーズに関す る特集が相次 いで組 まれるな

ど、研究者たちの関心 はます ます深 まって き

たと思われる。 しかしながら、カルチュラル ・

スタデ イーズとは一体何 なのか、いわゆる文

化の研究(studiesofc皿U鵬)と は どう違 うのか、

その対象領域や方法論は どんな ものなのかと

いった点 に関 して、わか りに くい といった印

象があるのではないだろ うか。実は、カルチュ

ラル ・スタデ イーズの独 自性 は、"こ ういう

ものだ"と 定義 することがで きない ところ、

デ イシプリン化 できない、 もしくは されない
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デ ィシプ リンとして、その意 味や方法 を変化

させ発展 してい くことので きる柔軟性 にある

のである。それは何故なのか。また、何故そ

の ような新たな アプローチが試み られる必要

があるのか。この ような問いかけによって、

我 々は初めてカ ルチュラル ・スタデ イーズ と

は何なのかを理解 し、その有効性 を検証で き

るのかもしれない。本書はカルチュラル ・ス

タデ イーズの手引 き書 というわけではないが、

そのような問いに も十分答 えて くれるもので

ある。

著者 アンジェ ラ ・マクロビーは、イギリス

の ポ ピ ュラー 文 化、 特 に若 者 のサ ブ カル

チ ャーを研究 しているが、彼 女の研究には一

貫 してフェミニズムの視点が導入されている。

本書は、1985年 以降 に書かれた彼女の論文(イ

ンタビューを含 む)を11本 お さめた論文集で

ある。論文はそれぞれ独立 したものであるが、

テーマごとに3つ に大別 され ている。第1部

「ポス トモダニ テ イとカルチ ュラル ・ス タデ

イーズ」(1～4章)で は、 ポス トモ ダニズ

ム と共に発展 してきた様々な思想 を批判的に

検討 しなが ら、マクロビー 自身のカルチュラ

ル ・スタデ イーズの捉 え方や方法論 を明 らか

にする。第2部 「カルチュラル ・セオリーに

おける重要人物」(5～7章)で は、スーザ

ン ・ソンターグ とヴ アル ター ・ペ ンヤ ミンの

文化研究を取 り上げ、 カルチ ュラル ・スタデ

イーズにおけるその業績の意味 を問いなお し

ている。 またフェミニス トで 、ポス トコロニ

アリス トのガヤ トリ ・C・ スビヴァックとの

インタビューは、カルチュラル ・ス タデ イー

ズの新 しい展開 を示唆す るものである。第3

部 「若者、メデ ィア、ポス トモ ダニテ イ」(8

～H章)は 、今 日の ポピュラー文化 や若者の

サブカルチャー を扱 うマクロビー自身の研 究

の成果である。 第1部 で示 された彼女のスタ
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ンスが、しっか りとした経験的研究に基づく

ものであることがここで確認されるだろう。

そこで本稿では、第1部 と第3部 を取り上げ

ることにし、その中からいくつかの論文の内

容を説明して本書を概観していくことにする。

2ポ ス トモ ダ ニテ イとカル チ ュラ

ル ・スタデ ィーズ

カルチュラル ・スタデ イーズの問題意識は、

60年 代 に、イギ リスにおける労働 者階級の文

化 を、階級論的分析やエ リー ト文化 との二項

対立ではなくて、労働者階級 自身の文化創造

の視点から捉 えていこうとす るところから始

まった と言われる。そして70年 代以降は、人々

が日常生活の場 において どの ように文化 を創

造 し、その実践 を通 じていか なる政治的な闘

争が行 われてい るのか とい うことをより広 く

問題に してい くという立場か ら、若者文化や

メデ ィアといったポピュラー(民 衆的)文 化

への関心が深まっていった。

第1章 で まずマクロビーは、カルチュラル ・

スタデ イーズにおけるポ ピュラー文化研究に

とって、ポス トモダニズムの思想が有効であ

ることを指摘す る。 ポス トモ ダニズムは、従

来カルチュラル ・スタデ イーズに影響を与え

ていた記号論や 構造主義の限界 を克服 し、高

級文化 とポピュ ラー文化 の区別 をな くした。

そ して、今 日の 日常生活にな じみ深い もの、

消費者、読者、 視聴者、そ して商品といった

もの を対象 として取 り込み、 それを同 じ分析

平面 に据 えて研 究す ることを可能にした。つ

まりポス トモダニズムは、それ までは排除さ

れた り、軽視 されてきたポピュラー文化 とい

う領域を研究の姐上 にのせるの に有効な視点

を提供 したわけである。

それでは実際に、カルチュラル ・ス タデ ィー
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ズにおけるポピュラー文化研 究とはいかなる

もの なのか。マ クロビーは、特 にメディア研

究を取 り上げてそれ を明 らかにしている。

従来メデ ィア研究では、メデ イアテクノロ

ジーの発達 によ り、イメージ と現実、メデ ィ

ァと社会が互い に深 くか らま りあ って、 もは

や区別することがで きな くなっているという

こと、その結果 、メデ ィアが我 々の社会生活

の構造の中に入 り込 んで、我 々の ものの見方

や行動 まで も左 右 しているこ とが指摘 されて

きた。例えばボ ー ドリヤールは、 このような

状態 を悲観的に論 じていた。 これに対 しマク

ロビーは、む しろ楽観的であ る。なぜな ら彼

女は、新 しい意味、新 しい文化的表現 を作 り

出す土台 を人々 に提供するものと してメデ ィ

アを考えるからである。ポピュラー文化の主

要なモチーフは模倣であるが 、人々はメデ ィ

アを通 じてオリジナルな もの を取 り出し、自

分たちの文脈に合 うようにそ れを模倣 し、そ

の結果新たな意味 を生産 し、 やがて主要文化

に対抗するような新 たな文化 を形成す るので

ある。メデ ィアの受け手は、 単純な多数者で

はない。若者や 、黒人、女性 、労働者階級 と

いった社会集団やマイノリテ ィは、メデ ィア

の飽和 に困惑す るのではな く、自分 たちのた

めにメデ ィアを能動的に使っているのである。

以上のことから、カルチュラル ・スタデ イー

ズにおけるポピュラー文化研 究では、オーデ

ィエ ンスの多様 な意味解釈 を発見 し、もしそ

れを戦略 と呼んでもよいのな ら、彼 らが取っ

ている戦略を読み解 くことが重視 されている

とい うことが理解で きるだろう。

第2・3章 では、カルチュラル ・スタデ イー

ズそのもののあ り方が、諸理論 との関係 から

批判的に考えられてい く。 このような取 り組

みは、カルチュ ラル ・ス タデ イーズにとって

きわめて重要である。なぜな らカルチュラル ・



鈴 木:カ ル チ ュ ラ ル ・ス タデ ィーズ の挑 戦

スタデ イーズは、 自らの方法論 を持たず、研

究対象 とそれが 置かれている文脈 に応 じて、

過去数十年 にわ たる知的遺産 の総体か らその

研究方法 を引き出 して くるものだからである。

ここでもまずマ クロビーは、 ポス トモ ダニズ

ムを取 り上げる。文化研究 は、近年において

はモ ダニティへ の問へ と変容 していて、70年

代 中期か ら80年 代中期 にかけて文化分析に重

要な概念を与えてきたネオ ・マルクス主義は、

今やボス トモ ダニズムに取って代 わられてい

るか らである。

マ クロビーは、ポス トモ ダニズムに関わる

2つ の問題点 を指摘する。 まず1つ め に、ポ

ス トモダニズムにおけるフラグメンテーシ ョ

ンの扱いに関 して。これは、 ポス トモダニテ

イにおける文化 の多様な局面 を表す ものであ

るが、例 えばジ ェイムソンは、ラカンの概念

を用いてそれ を主体性 二主観 性の分裂 、社会

の精神分裂症 と して捉 える。 しか しなが らマ

クロビーは、そ れ以前 に完全 に統一された主

体や社会が存在 していたわけではない こと、

従 って大切なの は、誰が主体 の分裂 を表現で

きるのか を問う ことであるとい う。つ まりフ

ラグメンテーシ ョンを、権力 ・政治 と結びっ

けて考えることが、カルチュラル ・スタデ ィー

ズの課題 と してあげ られるのである。

次 にネオ ・マ ルクス主義者 たちが、その文

化分析 にポス トモ ダニズムに見いだされる多

くのキー概念を利用 しているに もかかわらず、

ポス トモダニズ ムを批判するこ とで80年 代 に

おけるマルクス主義の位置を問 うことを避け

ていることが問題視 される。その結果、一見

ポス トモ ダニズ ムか ら主題 は得てはいても、

実際にはネオ ・マルクス主義の文化分析 に非

常 に近い研究が 、再びカルチ ュラル ・スタデ

イーズで行 われ ることになる。つま り、ボス

トモダニズムが マルクス主義の隠れ蓑になっ
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て しまっているのだ。

カルチュラル ・スタデ イーズの語彙の中に、

初期のマルクス主義のキーワー ドがな くなっ

てしまったのは、 「文化主義」 と 「構造主義」

という、マルクス主義から派 生 してきた2つ

の対立するパラ ダイムが否定 されたか らであ

り、また共産主義社会の失墜 によってマルク

ス主義が現実的 に衰退 してきたか らである。

しか しなが らマク ロビーは、1960年 代 におけ

るカルチ ュラル ・ス タデ イーズの政治的問題

意識はマルクス主義から得た ものであ り、そ

の理論的根拠 もマルクス主義 にあったはずな

のに、それが充分議論 もされずに放棄 される

ことに懸念 を示 している。それはネオ ・マル

クス主義を安易 に用いる危険性 をはらむ。彼

女はネオ ・マル クス主義の文 化分析の利用に

よって、粗 くメカニ カルな下部 一上部構造 の

モデルが復権す ることや、個 々の 「生 きられ

た経験」が問わ れなくなるこ との危険性 を指

摘す るのだ。1970年 代 にカルチュラル ・スタ

デ イーズによって行われた研究は、構造的で、

歴史的で、エス ノグラフィックなものであっ

た。それは、グラムシのヘゲモニーの理論 を

利用 した ものであった。ヘゲモニーとは、支

配 と被支配の関係が常 に一定 に反復 されるの

ではな くて、交渉 され、対抗 され、その結果

変更 を余儀 な くされるものだ とい う視点を開

く概念である。 マクロビーは、この ようなヘ

ゲモニーの概念 を用いた文化分析の方法 を、

改めてカルチュ ラル ・スタデ イーズにふ さわ

しい方法 として見直すのであ る。(し か しな

がら第3章 にお いては、ヘゲモニーの概念 は

なお特権階級に依存 しているため、 これにリー

ダーシップの概念 を結 びつけることが必要で

あ り、 より民主 的な社会変動 の概念が生 まれ

て くるには、偶発性の理論 も導入 されなけれ

ばならない としている。)
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第3章 でも引 き続 き、マル クス主義の放棄

によって、 カルチュラル ・ス タデ イーズにお

ける政治的 な問 題意識が薄れ て しまっている

こと、その結果 知識 人たちが政治世界の周縁

にどん どん押 しや られている ことが厳 しい危

機感を持 って指摘 されている。カルチュラル ・

スタデ イーズにおける理論の発展は、政治的

緊迫感 と結びつ いてこそは じめて可能になる

ものであ り、従 ってカルチュラル ・スタデ イー

ズは、ポス ト・マルクスの時代 にあって も、

知識人の役割 とは何 なのか、彼 らは誰のため

に行動するのか とい ったことを問い続ける必

要があ るとマク ロビーは言 う。 ここに彼女の

研 究者 としての 自覚 と強い責任感を見て取る

ことがで きるか もしれない。 また彼女は、マ

ル クス主義 の危機 とい うもの を、マルクス主

義の正典そのものを脱構築す る機会 として利

用することを提 言 している。支配的な理論が

ない今であるか らこそ、逆に活発な議論が可

能であり、そこか らカルチュラル ・スタデ イー

ズに とって有効 な新たな理論 ・方法が見いだ

されるだろ うというのだ。 この章では、偶発

性や歴史的に特 別な過程 を考慮すること、あ

るいはアイデンテ イテ イの形成の実践やその

メカニズム を考慮す ることな どが指摘 されて

いる。

第4章 では、 多 くのフェミニス ト達が、自

由 ・解放 ・平等 とい ったデ ィス コースを生ん

で きたモ ダニズ ムを守ろうと して、ポス トモ

ダニズムの議論 に関 わろうと しないことに対

す るマクロビーの問題意識か ら、1990年 代 に

おける新 しいフ ェミニズムの進むべ き道が模

索 されてい る。 カルチュラル ・ス タデ イーズ

の研究者 としての、彼女自身 の新たな展望 と

して も読 むことがで きるだろう。

モ ダニテ ィは、混乱、フラグメンテーショ

ン、アイデ ンテ イテ イの危機 といった ものを
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経験 して きた。そこで発せ られたのは、the`

realme'と い う疑問、本当の私 をさがす とい

う問題意識だった。 ポス トモ ダニテ イにおい

てもモ ダニテ ィの経験はあて はまる。 しか し

マ クロビーは、もはやthe`realme'と い う問

いは、繰 り返 し問われるべ き ものではないと

い う。新 たに発せ られるべ き問い とは 、

`私'を 我々が どの ように定 義 しているのか

とい うことであ る。マクロビーは、ポス トモ

ダニズムにおい ては、差異を発見 し、それを

単純 に指摘するだけに留 まるのではな く、差

異を持って生 きるということが一体何 を生 じ

るのかとい うこ とを厳密に考 えることが必要

なのだ とい う。従 って1990年 代 のフェミニズ

ムの動向は、多元主義 に基づ く差異の政治で

あると理解 され るべ きではない。差異 を批判

するだけでは、究極的には二 元論 に帰結 して

しまうか らであ る。重要なの は、差異が如何

に作 られ変容 してい くのかを問うこと、女性

であ るとい うこ とが意味する ことの可能性を

広 げてい くことである。マク ロビーは、 フェ

ミニズムの強み とい うのは、 デ イスコースを

作 りだ し、論争 し、ジェンダーの境界線 を引

き直 し、フェミニズム自身の議論についても、

常に自ら問いなおす ことがで きるというとこ

ろになければならないと している。

カルチュラル ・ス タデ イーズは、フェミニ

ズムの他に も、 デ イアスポラ、ニュー ・エス

ニシテ イ、ポス トコロニアリズムなど、様々

な差異への問題 意識 を明確化 させて きた。 し

か しこの流れは、第1章 で取 り上げ られたポ

ピュラー文化研究 と全 く異なるものではない。

差異の政治学 としてのカルチ ュラル ・スタデ

ィーズにおいて も、ポ ピュラー文化の分析 と

同様 コンテクスチュアルな分 析が必要である

ということを、 マクロビーは繰 り返 し説いて

いるように思われる。そこで最後に、こういっ
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た彼女の研究への取り組みを、実際の彼女の

サブカルチャー研究を見なが ら確認すること

にしたい。

3サ ブカ ル チ ャー 、 若 者文 化 の研

究

イギリスのサ ブカルチャー研究 と言えば、

ポール ・ウィリスや ディック ・ヘブディッジ

の若者文化研究 が有名か もしれないが、マ ク

ロビーもまたイギ リスの若者 たちのファッショ

ン、特 に古着ス タイル(セ カ ン ドーハ ンド・

スタイル)に 注 目して研究を行 っている。彼

女の研究の興味 深い点 を、幾 つか次に指摘す

ることにす る。

古着 スタイルは、今 日の社会の消費活動 に

その存在 を負 ってい る。今 日の消費社会にお

いて、使用価値 のな くなった商品が どんどん

生み出されるわ けだが、その ような余剰物資

が リサ イクルされ、別の消費サ イクルにまわ

されるわけである。ス トリー トマーケ ットは、

上 ・中流階級の人々向けに生 産 された商品に

はアクセスする ことがで きない、都市の労働

者階級 の需要に応えるもので ある。 しか しな

がら、古着屋に集 まった様々な商品を見れば、

そこに高級 ファッシ ョンへの嗜好が見て取れ

る。品物は、買 い手の眼がね にかなうように

厳選 されているのである。古着の市場は誰で

も買い物ができるように値段 を設定 している

が、そこで得 られるものは、単なる衣服では

な くて、ス タイルなのである。

しか し、ス トリー トマーケ ッ トは、単なる

売買の場 としてではな く、集 会の場 としての

社会的な機能 も担 っていた。 この点は、従来

のサブカルチ ャー研究では見過 ごされていた

ことであ ろう。 マクロビーは、古着市場 にお

ける請負業者の存在を鋭 く指摘す る。
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例 え ば1960年 代 までに対抗文化 として知 ら

れるようになった ヒッピーの場合、古着 を身

につけるその ファッシ ョンそ のもの、すなわ

ちス タイルが、一つの文化、抵抗 の表明とし

て注目されていた。 しか し彼 らは、自分 たち

のス タイルを自 ら古着の市場 で売買 していた

のであり、そのために古着を自分たちで探 し、

集め、修繕 し、 販売するとい った一連の請負

業を行っていたのである。その結果彼 らは、

ヒッビービジネスとしてその ネットワー クを

拡大 し、やがてベ ンチ ャー企業として成長 し、

高級 ファッシ ョンのブテ ィックを開 くまでに

なったのである。つま りサブ カルチャーは、

将来的な雇用の見込み を保証する もの として

の機能 も持 っているわけであ る。このように

マ クロビーは、 サブカルチャーを対抗的 アイ

デ ンテ イテ イの創出の場 として一元的に捉 え

るのではな く、 さらにその中で何が起 こって

いるのか ということを問い続 け、それを狭義

の文化の領域か ら解放 し、生活する試み とし

て理解 している わけである。 ここに、不断に

繰 り返 される意 味生産を読み とっていこうと

する彼女の視点が現れていると言えるだろう。

さらにマ クロ ビーは、ス トリー トマーケ ッ

トは少女たちが 進出しやすい場で もあったこ

とを指摘す る。 少女や女性た ちは、若者のサ

ブカルチャーに 自分たちのス タイルや ドレス

のアイテム を提供するだけではな く、これら

のアイテムを古着か ら再発見 し、想像力豊か

に作 りなお して いって、ファ ッションの中心

的 な役 割 を担 うよ うに なっ た。 サ ブカ ル

チャー研究 において、 フェミニズムの視点 を

導入 し、自らもまた能動的に文化の創出に関

わってい く少女や女性の姿を描 き出 したこと、

つ まりジェンダーの境界線が どのようにサブ

カルチ ャーの中に引かれてい るのかを問 うと

ころ、 これはマ クロビー独 自の方法であ り、
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非常 に評価で きると思われる。

1980年 代 以降、メデ ィアの広 が りによって

ファッシ ョンが メデ ィアの中で生 まれるよう

にな り、その結 果、ファッシ ョンはイメージ

の際限のない流 出の場 となってい る。 しか し

そのファッションはつねに レ トロなもので、

やは りそこには 、高級 ファッションをリサイ

クルするセカン ドーハ ン ド・スタイルのシス

テムが存在する わけである。 同時 に、メデ ィ

アを通 じて高級 ファッシ ョン界がセカン ドー

ハ ン ド・スタイルを逆に取 り入れてい くとい

うことが起 こっている。その循環 は、ますま

す速 くなるばか りだが、そのめま ぐる しい変

化のなかでは、 もはやファッションデザイナー

はス タイルを作 り出すことがで きない。現在

のような消費社 会の中では、 ファッションの

変化は、後で もう一度 ファッシ ョンシステム

の中に書 き込む ことので きる、買い戻 しの き

く商品に しっか りと目を光 らせている人々、

つま り古着市場 の若者達 の間 で しか生 まれて

こないのである。

ヒッピーに遡 るセカン ドーハ ン ド・スタイ

ルは、 もちろん対抗文化の表現 として考察 さ

れる こ とも重 要 だが 、マ クロ ビーは、高級

ファッシ ョンの余剰商品をうま くリサ イクル

する過程 や、その市場が実 は若者たちに雇用

の可能性 をも供 給 しているこ とや、男女間で

の分業の され方 など、若者 たちの動 きを能動

的に捉えなが ら、セカン ドーハン ド・スタイ

ルに読み込 まれ ている様々な意味 を明 らかに

している。また 同時に、経済状態の変化や、

メデ ィアの拡大 、そ して高級 ファッシ ョンに

及ぼ した変化 といった様 々な文脈に も視野 を

広 げている。 この ようにして、何が起 こった

のかとい うことが、立体的に我 々の前に示 さ

れるのである。

最 後に1990年 代 にお ける若者 のサブ カル
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チ ャーについて簡単 に紹介 してお く。1990年

代 においては、エイズの影響 が大 きく現 れて

くる。若者たちは、政治的 ・社会的な問題へ

の コメン トを避 けるかのように狂 った ように

終始踊 り続ける レイブ ・ダンスに熱中 してい

る。そこに見 られる男 らしさは、従来のよう

に攻撃的ではな くフレンドリーで、エ クスタ

シーが前面 に押 し出され、一方女性たちのス

タイルは、子 どものようなイ メージを連想 さ

せ る。これをマ クロビーは、性的防衛のメタ

ファーであると している。彼女 は若い娘を持

つ母親としての一面 を垣間みせつつ も、この

深刻な問題 に果敢に取 り組ん でいて共感でき

る。 またレイブ ・ダンスのサブカルチャーは、

文化的なアイデ ンテ イテ イを持たない若者た

ちに非常に広範 に受けいれられたので、様 々

な文化から様々な要素 を採 り入れていること、

またやは り新 しいビジネスや 職業が生み出さ

れるのだが、そ れは従来の労働の性的分業を

再生産す るものであることな どが描 き出 され

てい く。

以上のような、サブカルチ ャーを対象 とす

る研究の意義 とは一体何であ ろ うか。サブカ

ルチ ャーは、強 い主体性 と強 い集約的 な意味

を通 して若者た ちにアイデンテ イテ イを授 け

てい く。 またサ ブカルチ ャーは自律 した場を

持っているもの であ り、その ため他の場 にお

ける制度的結 びつきを どんどん弱めてい くこ

とが可能なので ある。従 ってサブカルチャー

の研究を通 して、新たな意味 ・文化が作 られ

てい く実践、そ してさらにそれが政治的影響

力 を獲得 してい く方法を明 らかに してい くこ

とがで きるのであろう。

4お わ りに

本書は、約10年 間にわた るマ クロビーの
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業績 をお さめた ものなので、その内容 と問題

意識 は非常 に多 岐にわたっていて、本稿では

取 り上げることがで きなか ったものも多い。

マ クロ ビーの 関心の広 さは、 そのま まイン

ター ・デ イシプ リン的なカル チュラル ・スタ

デ イーズの性格 を表す もので あると言 えるだ

ろう。

マ クロ ビーの研究態度は、 省察的で非常に

真摯な ものを感 じさせ るのだが、それはカル

チュラル ・ス タデ イーズが、 その研究対象に

即 して有効な方 法論 を作 り出 してい くもので

あるか らかもしれない。極端 に言 えば、常に

独 自の研究のあ り方 ・方法が 生まれてこなけ

ればならないのである。従って何 を対象にす

るのか、それは どのような文脈 に位置づけら

れる ものなのか といった明確 な問題意識が、

まず研究者 に求め られるだろ う。単なる新 し

いアプローチ と して、ブーム に終 わって しま

うようなものであってはならない。

本書でマクロ ビーは、ポス トモダニズムの

思想 を何度 も検討する。ポス トモダニズムは、

所詮 モダニティのデ イス コースのなかでめ ぐっ

ているだけなの かもしれない。 しかし彼女は

我々はもはや戻 ることができないのだ という。

彼女の視線は、今 にそそがれ ている。意味 を

創造す る、新 しい文化を作っ てい く今を生 き

ている人々に関心が向けられ る。そ してその

背景には学者 と しての自覚 と、強い政治的関

心がある。そのせいか、彼女 のポス トモダン

社会の理解 も、肯定的で力強い ものの ように

思える。 ひょっ とした ら、 カルチュラル ・ス

タデ イーズの活力 はそこにあ るのか もしれな

いo
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